
【令和 7年】 

毎年４月９日は「子宮頸がんを予防する日：子宮の日」として記念日登録されており、こ

の日を中心に日本全国各地で子宮頸がん予防・啓発アクションである「ＬＯＶＥ４９キャン

ペーン」が行われています。 

当協会では、毎年「４月９日の子宮の日」にあわせて、「ひめやしの会」が実施している

「子宮がん予防のための街頭キャンペーン」の支援を行っております。令和７年度は４月５

日（土曜日）に宮崎市の宮崎駅西口駅前ひろばにて街頭の皆様に、宮崎県は子宮がん死亡率

が全国ワースト２位（Ｒ５年度時点）であることや、２０代、３０代の女性に子宮頸がんが

急増していること、そして子宮頸がん検診受診の重要性を訴えました。 
 

【ＬＯＶＥ４９プロジェクトとは】 

２０代、３０代の若い女性に急増中の子宮頸がん。多くの若い女性が子宮を失い、２０２

０年には２，８８７人の方が命を落とされました。子宮頸がんは、子宮頸がん検診によって

がんになる手前の細胞を発見し、予防が出来る唯一のがんです。先進国で一番検診受診率が

低い日本の現状を変えるべく、検診受診への後押しをいたします。子宮を愛すること、子宮

頸がん検診の必要性を伝えること、そして医療機関への速やかな受診を後押しすることを

目的としたプロジェクトです。 

 

日時：令和７年４月５日（土曜日）（配布時間１４：００～１５：００） 

場所：宮崎駅西口駅前広場 

参加団体：ひめやしの会、細胞診検査士会、明治安田生命保険相互会社、 

     九州医療科学大学（学生）、公益財団法人宮崎県健康づくり協会 

 

配布物：子宮がんの啓発チラシ ５００枚 

   啓発グッズ（ティール＆ホワイトリボンバッジ・生理用品・ティッシュ他） 

各５００個 

   合計５００セット 

 

内容：宮崎県は子宮がん死亡率（人口対１０万人）が、日本で２番目に高い県であり、検診

受診率は４０％台で全国平均と同程度であるものの、半数以上の方が受診されてい

ない状況を説明しました。 

また、併せてＨＰＶワクチン接種の有効性も呼びかけました。子宮頸がんは、がんの 

中でも主な原因が解明されており、ワクチン接種と検診によってほぼ１００％予防 

できること、そして早期に発見されることで治癒も可能な病気であることを啓発し 

ながら配布しました。 



 


